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＜連絡事項＞

· 本日、本田　英之様の退所時処遇検討会の予定。

· 2/26（金）より毎週金曜日に、弥生祭りの合唱コンクール練習が開始となります。デイナイトケア

は栄養指導プログラムと作業・芸術プログラム時間の調整が必要になります。

＜デイケア事例検討＞

森田　清助　様（57）男性　統合失調症

利用開始日：平成20年2月19日（2年）

治療計画　：①個人面談や余暇時間での個別的対応で、金銭や病状について振り返りを定期的に実施。

必要に応じてアドバイスを行う。

　　　　　　②余暇の活用法については本人と話し合いながら、趣味の拡大を図る。

検討内容　：治療計画の見直しと今後の対応について

本人の様子・評価

· 精神面は安定しているが、身体不調を訴えデイケアを欠席する事が多い。

· 金銭は計画立てて使用しており、借金はない様子。

· 冬場の余暇時には、近場で外食をしたり、ＤＶＤ鑑賞をしている。

· 過去にギャンブルでお金を使い果たし、家にいても何もする事がなく嫌になると入水自殺を図る事がある。そのことから、自宅でもできるような趣味を見つけることを促してきた。

検討結果

・　治療計画①②は継続。最近の生活状況等を確認していく。
＜利用者様情報＞

· 久保　興介　様～週末、友人と外出をしたが吐気があり辛かったとの事。場所や雰囲気で吐気がす

る事があり、どうしたらよいか相談される。デイケア来所時も同様に感じる事

があり、帰宅後にイライラし自身の大腿を拳で叩いたり、大声で叫ぶ事がある

との事。自傷行為はやめ大声を出す事で気が済むのであれば聞こえないように

行う工夫が必要である事を伝える。家族は辛い時には休むよう伝えているとの

事だが、母様へ不調について話すと聞いてもらえず、父様は単身赴任中で本人

へは気を遣い最近は怒らなくなったとの事。自室にいる事でリラックスできる

との事で、デイケア利用時に不調を感じた際には帰宅するよう伝えている。短

期間で変薬を繰り返さず、変薬希望の際にはスタッフへ相談してからにするよ

う伝えている。

· 秋山　和子　様～昨日、本人様より相談の希望あり。ビーンとした耳鳴りがあり、原因として3歳

頃に幼稚園で無理矢理、三浦百恵に連れていかれいたずらをされたとの事。婦

人科で検査したが妊娠はしていなかったとの事。耳鳴りについては音楽鑑賞で

気にならなくなる為、気分転換を検討するよう促している。「セックスしたから

だ、何であの時そうしたんだろう。」と悔やんでいる為、過去の事はあまり考え

ないよう伝えている。担当医へ話す事で入院につながってしまうのではないか

と不安を話している。母様は耳鳴りについて耳鼻科受診を希望している。

· 青木　紀子　様～本日、外来受診後、青陽館までの道のりを迷い、南陽館へ行っている事がある。

次回からはバスを利用しデイケアへ通うとの事で、バスの時刻を検討していく

予定。デイケア利用目標は、①対人交流技能の向上②体力向上③二週間に一度

の継続利用としている。

· 稲垣　ふき　様～本日体調不良を訴え、表情冴えず頭痛にてレクリエーションやエアロビでは休

みながら参加している。昼食は全量摂取している。

· 馬渡　武光　様～下腿が張るように痛いとの訴えあるが、生活場面での支障はみられない。運動

は上肢だけでも動かすよう促している。

· 田中　正士　様～弥生祭りに向け作品作りを熱心に行うが、プログラム参加に遅れる事もあり、

過度にならないよう声掛けが必要。

· 村上　元道　様～昨晩、寝付けず眠剤を服用し寝るが、今朝は起きれず二度寝をした為、うみね

こ幸房を遅刻してしまったと話される。

· 関　秀治　様　～弥生祭り当日、本人様は欠席するがご家族から参加希望聞かれている。

＜外来利用者様情報＞
· 繁名　和恵　様～幻聴から現実検討力低下が一時的にあったとの事。本日、ハロマンス筋注施行。

リスパダール液１日2回まで14回分処方。

· 村上　元道　様～中性脂肪312㎎/ｄｌで高値。３ヵ月後に採血予定。眠剤を昨日服用し起床出来

なかった事について、「疲れが溜まっているかも。」と話される。体重は減少。

· 神山　和典　様～「疲れて眠い。」との理由で、本日のデイケアは休むと話される。体重減少し、

担当医より無理してダイエットをしないよう助言を受けている。

· 番沢　政勝　様～昨日頭痛があり、頭を振ると痛いとの事。漢方薬が処方となり、服用時刻につ

いて説明を受けるが受け入れに時間を要す。

· 平　京子　様　～昨日、インフルエンザの助成金申請に行ったとの事。中性脂肪高値であり、来

週採血予定。9：00に食前採血し11：30に再度外来受診をする予定。

· 菅野　勝利　様～痰がらみあり、煙草を控えるように担当医より助言を受ける。

· 巴　勇樹　様　～食べ過ぎているが体重減少している。煙草1日10本喫煙しているとの事。

· 袴田　淑子　様～腹部の調子は良い。昨日、姉様が来なかった事に対しがっかりしたとの事。

· 川口　尚良　様～「この頃やる気がなくなった。」と話し、先週のＡＡは鼻汁にて欠席したとの事。

担当医より参加するよう助言を受けている。

· 駒木　学　様　～シンラック液１日20滴使用しており、１日おきにするよう担当医から助言を受

19：00～7：00まで睡眠をとっており、通信高校は8：15～15：00までの利用で

ある為、それに合わせ生活するよう助言を受けている。利用開始に伴い、外来

受診日は火曜日になる予定。

· 秋山　和子　様～デイケアについて「テレビ観てばかりでつまらない。やる気がない。」と話され

る。耳鳴りについては以前からあるとの事で、不調に思う事について直ぐに相

談をしなければ入院につながる事もあると担当医から助言を受けている。リス

ペリドン１錠追加処方。

· 中村　鶴子　様～鼻汁あり、ＰＬ顆粒5日分処方。

· 大久保　康弘様～幻聴は軽減したが、一時的に強まる事もあり、呂律不良や空腹感を感じる事があ

るとの事。リスペリドン、ロナセンを変薬し、シンラック処方。

· 本多　富美　様～気分は安定しているが、父の仕事を手伝いストレスに感じ仕方がなく思うとの

事。睡眠や食事の状態は良好で、足の傷も回復してきている。

· 清水頭　翼　様～ハロマンス筋注施行。デイケア利用は継続している。自宅では皿洗いを手伝っ

ているとの事。

· 板橋　利美　様～イライラ感は以前より軽減してきたが、日中の眠気や中途覚醒、呂律不良があ

り、眠剤（エスタゾラム減薬、ドラール増薬）変薬となる。

· 豊川　明男　様～みぞおち部分が痛み、尿の色は正常との事。デイケアへの参加は継続している

が、他者と近くにいる事には抵抗感があるとの事。

· 青木　紀子　様～本日よりデイケア利用となる。担当医から無理せず疲労を感じたら休んでよい

事を助言される。明日より作業所利用開始予定。3/5より訪問看護五福を二週間

に一度利用予定。デイケアへ顔を見せてから11：30に外来受診をし、その後に

昼食を摂る予定。

＜勉強会＞　　「接遇について」

目的：利用者様対応を振り返る。

※　院内新聞の接遇欄を参照しましょう。

～場面設定～

プログラム中にいつも決まった方が閉眼をしているが、どう対処するか。

· その相手により対応を変える必要があるが、体調が悪くないか確認をする。（佐々木）

· 寝ている事を前提に指摘せず、身体的・精神的不調はないか、不眠であったのかなど確認を行う。

（飯野）

· 個人へ寝ている事を指摘せず、参加者全員に対しプログラム中は最後まで起きて参加するよう伝

えておく。居眠りしている方へはプログラム内容に見合った質問をし起こす。（大谷地）

· プログラム内容に見合った質問をし起こす。体調確認は事前に行っておく為、あえてプログラム

中に再度確認をする事はしない。（中居）

⇒　結論として、

　　プログラム中に居眠りしている方をそのままにしておく事で周囲へ何らかの影響を及ぼす可能性

もある。時と場合、相手の状況により対応が異なってくる。居眠りをしている方の状況を個人情

報に触れない程度に周囲の方に説明し、周囲の方からも対応の理解と協力を求めていく。
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導入

これから接遇の勉強会を始めます。

今日の勉強会の目的は、「普段の利用者対応を振り返る」です。利用者様の気持ちを

知り、対応について考えましょう。

まず、１つの場面をこれから説明します。このような場面で皆さんは普段どのように対応

しているか一人ずつ発表してもらいます。

●場面

プログラム中、いつも閉眼している方が今日も閉眼しています。







展開

このような時、みなさんはどうしていますか？

（カンファレンス参加者全員から感想を発表してもらう）

まとめ

●本来どうするべきが良いか話し合う。

勉強会内容の詳細等について

普段の利用者対応を振り返る

利用者様の気持ちを知り、対応について考える

●場面を提示

●その場面をみて参加者全員が感じる事を発表する。

●本来どうするべきが良いか話し合う。

















